
オく十案

大阪今年部

会報 第 28号

研修恭会 谷イロ5年 2月 26日   坐摩

谷オロ5年 2月 26日 、大阪市木町にある坐ノ挙神社にて、大阪今年郵力
‐
舟修恭ノム`を開催 しました。坐摩沖れでの

研修恭会は5ロ ロですが、コロナ禍の2年 Pa]恭会 をヤ上 していたため、濃恭席のある研修恭会は3年 ぶりとな

りました。新型コロナウイルスは5月 からいよいよ5類 に移行 しますが、寒の時期はまだ慇糸の不安がある

ため、各服点てでお本を提供 しました。

⌒口の恭会は

'P年

にちなみ、 うさざと″この節御をテーマにしました。近年、注目されている大 llえ 働壇

(江 戸～昭
～

期の大 llえ の俗働)の 須疹対水が描いた「節匂」 (″この会)の 船 と、対水の息子・須疹え郷の

「えJの 漏働を待谷に学卜け、お客様 をお4え しました。また、お恭席にはF口 妙奔宗正争の「″ヒ花笑本風」が

掛けられました。それはまるで、待谷の対水の会を丈字で表 したかのようでした。 「″ヒ花本風(と うかしゅ

んンSゞ う)に 突むJの 盲策竜 り、花が毎年変わらず咲 くように、研修恭会 も芥後は全ウァザれることなく続いてい

ってほしいという願いを込めました。

当日は大阪マラソンがあり、夫垂期 lな どもありましたが、大 きな閂題 もなく各席盛会の内に盗えること

ができました。久 しボ リの法本、そのうえ焼き薄恭のお点南ということで警後の建続でしたが、お隣様で涎

い金験になりました。ごがカロ。ご協力を賜わりました野様にはより御ネし申し上げます。

※当日の写真と会尭は『恭竜雑薇』2023年 5月 号 (河原言店)に 掲裁 されました。

写真 上険左 か ら

坐摩神社木殷

うさぎの大俗島

上方落語 の顕彰審

須疹 夏穿卜の漁

写真 :† 段左から

待谷・床

木席の様子①

木席の様子②

写真 :下 段左 か ら

梅花 の盗 しのある玖子夫糊

カ ラフル な千来子器は

川瑞宏房部長 の作品

木席 の様子③
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花 しょうボ恭会 谷オロ5年 6月 4日  大イ占伐園口木え園

谷オロ5年 6月 4日 、界市大イ凸雲園ブヽ]日 本え園子ぢ子にて「花 しょうボ恭会」を担当いたしました。昨年まで

数年にわたり行われました枚オ市 }Ь 〔王l池佼園での「花 しょうボ恭公」が終了し、本年は初めての日本え園内

でのお恭会となりました。

せ未夫化竜たに全鎌 されている百士島士墳群の一角、存徳天皇卜え士墳に隣接するケ園内とあり、多くのオ

が日本え園の花嘗蒲をご寃になっていました。数 日前より大型台風が4っ ており開催に彩響がないかと象を

探んでおりましたが、子めに竜ざ去 り、当日は空の命 さが際立ちような晴天となりました。花嘗靖も等やか

な満閑の姿で、お客様の日を楽 しませてくれました。

お恭席が投けられた命笞子は花葛靖が咲 くホ上考池に隣接 し、多オ圭多様 な花嘗清が日に映 ります。そのヤ、

点前座のイ貝lに 一本の花首請がェ詈かれました。 “長生殿"と いう品絃で、老の由未は彦の考人白居身の「手(ほ

歌」で宏宗皇帝と揚貴妃が長生殿で永竜の大奸の警いをした場所に囚んだそうです。凛とした竹 まいで、お

恭席が一層雅やかに彩 られました。

掛物は花嘗賄に因み、京堵卜大終寺二玄院ご仁職、大具オロ肖がお言 きになった “葛蒲 あやめ 柱考"の 涌

衝を用いました。お恭抗は八ツ袴や赤土考の俗、お来子も花葛靖の形のもので、なヽりが立ちこめるかのような

辛やかなお恭公となりました。

日本え園にておせ努になりました警様、お千伝いいただいた会員の方々に惑謝ヤし上げます。

※当日の写真と会托は『恭童雑素』2023年 9月 子 (河原言店)に掲裁されました。

写真 :左 から 目木え日入口・命ぢ子のタト観・柱考池の様子・イヤびやかに咲 く「長■敗」
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※谷純 年は5月 25日 (■)に 開催いたします。



写真 :上及左から

野点席の様子①

夫具オロ肖争の扁

「ァfヽ約則 という品筏の

花 しょうボ

「八鉦」の来子

写真 :下 段左から

隼谷写真

野点席のイ素子②

研傍峯会 谷オロ5年 8月 27R 小林一二北念館 人雀予

孝さが残る8月 27日 、阪急泉宝グループと宝琢歌療ll回 の

'll紫

ノ~静 である小林一二人の記念館内にある恭室、
人去子にて、大阪今年部万オ惨え恭会をP珂 催 しました。逸菊生誕150年 の節日の年に、今年部 としては9年 ボ

リ2ロ ロの人雀予での開催となりました。当日は真え口で、オロ月Rの 今年部のメンバーは大汁をかきながら

も、μぇ付と恭席では涼 しい友情でお客様をお4え しました。

逸翁さん (小林一二)は 、40歳前後で友十家の生形貴一宗匠に本格的にお本を学び、その後、本の湯に

辛今を走こしました。お竜奥をえ立てでィ走用する恭入として女口られています。⌒口のお席では、逸翁さんが

実際にイタリアから持ち帰ったという西洋人物のオとかれた漆俗の小振 りな圭′物をな谷としてイえ用 しました。

本来のオl全はな谷ではないのかもしれませんが、箱には「な谷」と乱 されているため、逸翁さんがなヽ谷に兒

立てていたことが分かります。また、逸翁さんがJ■ 黎県出身ということから、恭花には占術菊をオlい て逸翁

さんを拠びました。
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この恭会で及も孝労 したのは、お逹びの動鰊のを在株でした。「Rら れた恭室のスペースで薄恭2月R、 主楽

子、千来子を垂び出すのは本当にと労 しました。長初に入室 したお逹びさんと2春 目に入ったお垂びさんが

逹携 し、 リレーのようにお恭を出し、召し上がられたお恭抗 を垂び出しました。これには水屋 との逹携が非

常に立妥で、色々と勉 ,虫 になりました。無事に150″Pの お客様にお恭を泰 しんでいただけて氏かったです。

暑いヤ、たくさんのオにご参カロいただきまして惑勢↓申し上げます。

※当日の写真と会記は『恭竜締終』2023年 12月 子 (河原言店)に掲載 されました。

上段左 :′ ]ヽ オ木一二記念釘の外祝  ヤ :人戎子の外観 方 :集谷写真

中段左 か ら

木席・床

恭花

木席の様子①

な谷

下変左 か ら

木席 の様子②

木席 の様子③

表
十
衆
大
阪
今
年
部
　
冴
惨
恭
会
　
於
　
小
林

一
二
記
念
館
　
人
気
；

-4-

掛

物
花
入花

春
谷

金
風
庁

驚
界

水
指

恭
器

恭
抗答

恭
杓葉

水
蓋
量

楽
子
器

来
子

千
来
子
器

千
来
子

恭枚
公火

入

ｋ

入

避
管

本

席
二
決
争
　
虫
籠

印
ヤ
舟
養
　
歩
々
清
風
走
　
叩
ヤ
舞
箱
會
付

叩
ヤ
斉
野
　
由
亀
捨
子
付
絶

占
葡
菊
、
数
老
荷

ケ
火
刹
製
時
代
金
地
入
物
俗
　
逸
翁
箱
書
付

衝
比
参
八
え
少
シ
キ
テ

府
符
　
ク
レ
マ
チ
ス

彦
参
　
琉
宋

二
友

彦
津
　
千

彩
察
時
俗
ヤ
棄

魏
恣
野
　
千
　
銘
　
本
の
働
　
阜
キ
持
箱
昔
付

陽
変
朝
顔
　
千

叩
ヤ
斉
作
　
竹
　
斃
　
蓄
清
水
　
筒
共
　
同
箱
言
‘

名
漆
績
芸
時
俗

紫
夫
趾
　
つ
く
ね

而
妙
軒
好
　
命
楓
流
水
俗
　
浅
黄
谷
緒
　
誦
妙
苺
箱
書
付

拮
梃

乾
本
命
漆
金
風
時
俗

水
彩

大
園

泰
千
春
次
固
盗
　
相
掟
企

赤
俗

彦
物
写
　
独
率
会

命
妙
持
野
　
詢
禁
　
筋
　
而
妙
舟
箱
奮
付

焦
玄
奔
作

角
谷
ユ
ニ
那
作

角
Λ
渉
村
作

太
那
オ
衡
門
作

州
端
宏
彦
作

十
オ
行
門
作

口
代
諫
訪
誅
凸
作

川
端
宏
房
作

印
公
作

真
務
作

福
功
堂
製

潤
端
宏
彦
作

彩
雲
営
製

二
丘
園
誌

兵
働
知
也
作

奥

口
頴
川
作

ユ
代
竜
左
作

浄
益
作

静

頭ヽ

・

饉

評
ピ
雅

ド1鱗 .

ま    轟

li#

:魯軍

肖

ψ   建

」境。　
一‥‐，ど‐一一

ホ
占
ｒ
島
脇
噛
ぼ

『

　

一
、

学

| ツ‐十

ヽ
　
　
　
‐

■
　
・

毎
監
』
■
職
田
匹
一



総 会 谷オロ5年 11月 3日   大阪美術供泰部

谷オロ5年 11月 3日 、オ(千 家大 llえ 命午部谷オロ5年度の総会を、大阪兵術供楽部 をお借 りして開イ荏攻 しました。

終会では今不口4年度の事業辛Rを、会計幸Rを 、監AttRを 、及び谷不口5年 度の事業計ぃ
"ギ

、子算索などがノぇく表 さ

れ、質災痣各を金て、快 く了承を史けました。

また木年度において役員の迫カロがございましたのでご報をいたします。

新後員  植対オロ功入、北,IIエ アュく人、小谷直妄氏、藤固未彦氏

芥口の然会は役員・会員を谷わせて14る のご出席を頓 き、総会の前後に滋賀系大津市の久保〔I:l彫 洲工房

より久係〔I,口在阿先生をお招 きして木彫体験講座をPォ]催 させていただきました。先生のご指等のもと、ごオl意

預いた木オオを拓 り、色を付け、な谷や千来子分など巡い思いの作品を作 りました。その後 ささやかながらニ

恭を行い、ゆったりとしたでノ`と時を荼 しんで頓 きました。今年部会員数 も年々減ってきておりますが、でき

るだけご満え預けるような恭会、行字を企ぃラィし、会員同士の夫流を添めていただけますよう、後員一同尽カ

してまいりたいと存 じます。分後 ともご」ユ解、ご協力のほどよろしくお願い申し上げます。

木影体験詩座 谷オロ5年 11月 3日  大阪兵術供泰部

谷イヽ口5午不火、11月 3日 、大 l｀え美術供業部にて、久係〔王l口在阿先生にお建 しいただき、 「ユ節句の木彫一 日独

室J(木彫体験欝座)を 開催 しました。大阪今年部総会 を扶んだ午前・午後の部に分かれて、筵べ16老 に

参カロいただきました。

本体験のテーマは「木彫 りな谷 。ユ節匂のナ〆fり 」 とし、 「小梃J「免色」 「涌」を狭 したな谷、または

「雪給千柔子盆Jを 久保〔I,先生のご指準のもと制作 しました。日常生活では滅多にイ走舟け ることのない彫裂

ア7を 用いた体験のため、「彫る」、「削る」という壼ノザ作に孝慮 しながらも、かノ′口考の野権は熟越に、各々の

作品を制作 されていました。共箱についてもかカロオの野揉 白らが一筆カロえ、銘を付けるという女立な体験 と

なりました。

また、芥口の体験では木彫 り体験のみならず、ユ節匂やな谷・なの歴史、銘について、久保〔王l先生のユー

モア溢れる友テえを夫えたご指導 。ご説日月により、恭童に関わる事物について楽 しく学ボ機会をいただけたと

考えております。

写真 :上歿

木彫体験の様子

写真 :ヤ 歿

に こやか な久保 口先生 と

完成 した作品

写真 :下 歿

集谷写真 と

終会 の様子
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今年部入会について
みなさんのまわりに今年部へ輿コ水をお持ちのオはいらっしゃいませんか?入会をごオ室のオは大阪今年部

事務局までご皇窓 ださい。

① 年船が満18歳泳上45歳灰下
入会奔格    ② ―友十家不泰春入Plオ

③ 友十家独猿ノ~浄 もしくは史部後員の推薦が史けられるオ

*島枚在学の方はご竜慮いただいています。肖、友十家同門会入会の有無はP口]い ません。

*午会安 3,000日 (イi事 によつてはガ14安用がアぇ(生する場合がございます)

*1月 から3月 のお申込みは、新年度 (4月 )の 入会となります。

大阪今年部の会頁および後員を来年しております。

#紳 は大阪守年部事務局までお阜ねください。

今後の活動予定

谷オロ6年 5月 25日  花 しょうボ恭会 (大イ占公園)

ぞll部 20周 年恭会について
大阪帝午部は今オロ8年度に創部20周 年を4え ます。

記念恭会の開催に向けて、少 しずつ準備 を進めてまいりますので、

守様のご意兒・ご協力をお待ちしております。

当日はぜひ多くのオにご参カロいただけることを願っています。

◆綿隼後尭◆

このたびの能全半島地度で被史されたオ々に越よりおえ井い申し上げます。今オロ5年度

は、新型コロナウイルスの影響はほとんどなく、コロナ禍前に入ったように汚勁するこ

とができました。ようやくコロナがイえ永し、他府県の今年部 とのえ流もできるようにな

ってきましたので、お2い に協力しながら守午部の汚壼力を盛り上げていきたいです。

(大 k今年部後買一日)
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